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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ATP依存性DNAヘリカーゼIIまたはDNA修復タンパク質XRCC5としても知られるKuヘテロ二量体タンパク質の80キロダルトンサブユニットです。KuはDNA依存性タンパク質キナーゼのDNA結合成分であり、DNAリガーゼIV-XRCC4複合体と連携して、非相同末端結合によるDNA二本鎖切断の修復とV(D)J組換えの完了に関与します。この遺伝子は、DNA二本鎖切断修復およびV(D)J組換えの遂行能力に欠陥のある変異体であるチャイニーズハムスターxrs-6を機能的に補完します。この遺伝子に存在する稀なマイクロサテライト多型は、放射線感受性の異なる患者における癌と関連しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、MCF-7（2）、A549（3）、NIH/3T3（4）細胞溶解物に対するXRCC5マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	XRCC5マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	XRCC5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による XRCC5 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト扁桃腺組織 (左) とヒト大腸癌組織 (右) の免疫組織化学分析。

